
J
A
東
京
む
さ
し
特
集

こ
れ
か
ら
の
J
A
東
京
む
さ
し
を
支
え
る
組
合
員
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
「
J
A
東
京
む
さ
し
組
合
員
大
学
」
。

平
成
2
4
年
9
月
2
7
日
に
は
、
株
式
会
社
夕
二
夕
管
理
栄

養
士
の
鹿
沼
敦
子
さ
ん
、
江
戸
棄
京
・
伝
統
野
菜
研
究
会

代
表
の
大
竹
道
茂
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
第
8
回
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
（
内
容
は
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）
。江戸乗京野菜について話す大竹道茂さん
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「
江
戸
東
京
伝
統
野
菜
に
つ
い
て
」

t講師
江戸東京・伝統野菜研究会代表

大竹道茂さん

江戸東京・伝統野菜研究会代

表。東京農業大学卒。JA東京
中央会元参事。江戸棄京野菜

コンシェルジュ育成協議会会
長。平成元年より江戸東京野

菜の復活に取り組んでいる。

現在、プログ「江戸東京野菜通

信」で情報発信中。

江
戸
か
ら
今
日
ま
で

つ
な
が
る
命

現
在
の
野
菜
の
多
く
は
固
定
種

で
は
な
く
、
交
配
種
（
F
l
）
の
た
め
、

タ
ネ
が
取
れ
ま
せ
ん
。
次
に
育
て
る

と
き
に
は
タ
ネ
屋
さ
ん
で
買
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
江
戸

東
京
野
菜
は
そ
の
タ
ネ
を
取
り
、

次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
タ
ネ
を
通
し
て
命
が
今
日
ま
で

つ
な
が
っ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
が
江
戸

東
京
野
菜
な
の
で
す
。

江
戸
東
京
野
菜
と
は

（
J
A
東
京
中
央
会
定
義
）

●
江
戸
期
か
ら
始
ま
る
東
京
の
野
菜
文

化
を
継
承
し
て
い
る
も
の

●
在
来
の
国
定
種
で
あ
る
も
の
、
ま
た

は
在
来
の
栽
培
法
に
由
来
す
る
も
の

段
ボ
ー
ル
に
キ
レ
イ
に
入
る

交
配
種
が
主
流
に

昭
和
4
0
年
ご
ろ
か
ら
流
通
形
態

が
変
わ
り
、
段
ボ
ー
ル
に
形
が
揃
っ

て
入
る
よ
う
な
野
菜
が
必
要
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
固
定

種
で
は
大
き
さ
や
長
さ
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
る
の
で
、
形
の
揃
う
F
l
を
育

て
る
農
家
が
増
え
始
め
、
昭
和
6
0

年
代
に
は
固
定
種
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
危
横
感
を
感
じ
、
伝
統
野
菜

を
守
ろ
う
と
働
き
か
け
ま
し
た
。

京
野
菜
や
加
賀
野
菜
も
ち
ょ
う
ど

同
じ
頃
、
固
定
種
を
守
ろ
う
と
動

き
始
め
ま
し
た
。

練
馬
大
桐
が
全
国
へ

徳
川
5
代
将
軍
の
綱
吉
が
尾
張

（
愛
知
県
）
　
か
ら
ダ
イ
コ
ン
の
タ
ネ

を
仕
入
れ
、
練
馬
で
育
て
さ
せ
ま

し
た
。
こ
れ
が
練
馬
大
根
の
始
ま

り
で
す
。
白
く
、
大
き
く
育
つ
練

馬
大
根
の
タ
ネ
は
全
国
に
持
ち
帰

ら
れ
ま
し
た
。
三
浦
大
根
　
（
神
奈

川
県
）
、
前
坂
大
根
（
長
野
県
）
、

山
川
大
根
（
鹿
児
島
県
）
　
な
ど
、

練
馬
大
根
が
基
と
な
っ
た
ダ
イ
コ
ン

は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

小
金
井
市
で
江
戸
時
代
の

衣
食
住
が
わ
か
る

小
金
井
市
に
は
小
金
井
公
園
に

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
東
京
農
工
大
学
は
も
と

も
と
蚕
の
学
校
だ
っ
た
の
で
、
江
戸

時
代
か
ら
の
繊
維
が
残
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
は
「
食
」
が
揃
え
ば
、
小
金

井
市
で
江
戸
時
代
の
衣
食
住
が
す
べ

て
学
べ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
平
成

1
9
年
か
ら
市
を
挙
げ
て
江
戸
東
京

野
菜
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
春
に
は
お
花
見
弁
当
フ
ェ
ア
、

秋
に
は
黄
金
井
フ
ェ
ア
を
行
い
、
市

内
飲
食
店
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

小
金
井
の
組
合
員
さ
ん
が
一
生
懸

命
育
て
、
経
済
セ
ン
タ
ー
に
出
荷
し

た
江
戸
東
京
野
菜
を
飲
食
店
の
方

が
買
い
に
来
て
、
調
理
し
、
地
元
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

世
界
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ガ
イ
ド
に

「
江
戸
東
京
ベ
ジ
タ
ブ
ル
」
が

「
ザ
ガ
ッ
ト
サ
ー
ベ
イ
」
と
い
う
世

界
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
紹
介
し
て
い
る

ガ
イ
ド
本
が
あ
り
ま
す
。
東
京
の

紹
介
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
お
寿
司
」
「
天

ぷ
ら
」
の
次
に
「
江
戸
束
京
ベ
ジ
タ

ブ
ル
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。

講師の鹿沼さん、大竹さんと役員、組合員大学受講生

江
戸
束
京
野
菜
は
す
で
に
世
界
に

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
東
京
野
菜
は
現
在
、
知
名

度
も
上
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
生
産
者
が
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
構
わ
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
江

戸
東
京
野
菜
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
そ
れ
が
東
京
む
さ
し

管
内
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
も
な

り
、
東
京
の
農
業
振
興
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

江
戸
束
京
野
菜
で
都
市
農
業
振
興
を

◎


